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　最初は何を話したらよいのかわかり
ませんでしたが、自分が用意した家族
や友人の写真を見せたり、バディにも
写真を見せてもらったりして話題が広
がり、会話を楽しむことができました。
そして、初めて海外の友達ができて世
界が広がったように感じました。研修
では自分の英語力の低さを改めて実感
し、とても悔しい思いをしたので、ま
た一から英語を勉強し直して、もう一
度現地の人とたくさんコミュニケー
ションを取りたいと思いました。

　現地で感じたことは「知ることの大
切さ」です。不安だと言ってばかりで
は何も始まらない、とにかく知ること
が大切なのだと思いました。お店で注
文をするときもとても緊張しました
が、きちんと注文できたときはとても
うれしかったです。必ずしも、発音の
良い英語で長文をペラペラ話せること
がすばらしいのではなく、積極的に話
そうと思う気持ちがあれば、通じ合っ
てつながることができるのだというこ
とを学びました。

　はじめは相手にうまく伝わるか不安
でしたが、「うまく伝えられなくて当
たり前だ」という気持ちで恥ずかしさ
をふっきったら会話がどんどん楽しく
なりました。また、会話の中で「Thank 
you.（ありがとう）」や「Please.（～
して）」は気軽に使える言葉であり、「言
わなくても伝わる」ではなく、言葉と
して自分の気持ちを表現しなければな
らないと思いました。今回学んだこと
を自分だけのものにせず、これからみ
んなに伝えていきたいと思います。

　学校訪問で、バディがとてもフレン
ドリーに話しかけてくれたおかげで心
細い気持ちもなくなりました。ホーム
ステイ先でも、ホストファミリーと会
話をしたり、子どもと遊んだりして、
話す言葉は違ってもお互いを思いやる
ことでこんなに楽しくなるものなんだ
と実感しました。私は研修を通して、
英語でのコミュニケーション力が上が
り、自信がつきました。人生の宝物に
なったこの経験を大切にし、これから
の生活に活かしていきたいです。

　食事や交通マナー、学校生活など、
様々なカルチャーショックを受けまし
たが、それは現地に行って体験したか
らこそわかるものでした。英語での会
話はうまくできませんでしたが、ホス
トファミリーに優しく接してもらった
り、ケアンズの良いところ紹介しても
らってとても勉強になりました。また、
市場や海など、白鷹町にはないものば
かりで、驚きもありました。この研修
で学んだことを、これからたくさんの
人に広めていきたいです。

　はじめはすごく緊張して、どのよう
に話しかけたらよいのかわかりません
でしたが、現地でたくさんの人と話す
ことができ、二度とできないような体
験になりました。また、日本食のお店
に行った際、うどんに七味とうがらし
がたくさん入っていて「日本のうどん
はこんな感じじゃないのに！！」と強
く思いました。たくさんの勇気を得ら
れたこの研修をもっと多くの人に体験
してもらいたいので、ぜひ来年も研修
を行っていただきたいと思いました。

　自然の豊かさ、先住民族異文化体験、
動物とのふれあい、見るものやること
の全てが初めてで驚きと感動にあふれ
ました。学校訪問とホームステイは今
までで一番緊張し、不安でしたが、自
分自身とても成長できたと思います。
言語、文化、食、人柄の違いに対する
正解はありませんが、自分が良いと思
うことをしっかりとみんなにも発信し
ていき、自分のためにもみんなのため
にも、研修が意味のあるものだったと
いうことを証明してみせたいです。

　現地に行く前、「一生懸命やれば伝
わる」と言われていましたが、そうと
は思っていませんでした。しかし、現
地での様々な体験の中で、正しい文法
ではなくても身振りやジェスチャーで
一生懸命伝えようとすれば伝わるのだ
と分かりました。また、10 カ国の人
に話しかけるという課題の中、韓国人
など英語圏外の人でも上手に英語を話
しており、これからグローバルに活躍
していくにはやはり英語が大切なのだ
とよくわかりました。


